
はたちの記念写真を残したいお客様

駐車場15台完備

まずはお電話でご予約下さい。お問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

2025年にはたちのつどいを迎えるお嬢様・ご家族様

振袖のお下見については
完全予約制です｡
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郵便局

駅前通り商店会

焼津駅前
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崎
新
聞
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肉
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石
割
さ
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東海
道本
線
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焼
津
駅
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▲焼津インター

い
ち
ょ
う
通
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県
道
4
1
6
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（
旧
国
道
1
5
0
号
線
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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

全てのプラン10/25金まで

15.4万円～
8.8万円～

③ママ振・姉振プラン③ママ振・姉振プラン

②振袖レンタルプラン②振袖レンタルプラン

①振袖ご購入プラン①振袖ご購入プラン

丸洗い丸洗い

小物ご購入、お手入れ、寸法直し小物ご購入、お手入れ、寸法直し

３０点フルセット、
前撮り時、ヘアメイク・着付け無料
３０点フルセット、
前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～
④スタジオパックプラン④スタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、
撮影料、お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、
撮影料、お写真1ポーズ付

（税込）

（税込）

4,400円～（税込）

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

親娘でご来場・お衣装お見積り親娘でご来場・お衣装お見積り

お衣装は店頭に多数ございます。お下見・ご試着も
もちろんOKです！お気軽にご来店下さい！

2024年はたちのつどい当日の着付け予約承ります2024年はたちのつどい当日の着付け予約承ります

振
袖
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

無
料
ご
試
着

体
験
会
開
催
中
！！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が
選ばれるポイント

お
急
ぎ
下
さ
い
！

2
0
2
5
年
は
た
ち
の
つ
ど
い
の
着
付
予
約

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。



2024 年（令和 6 年）9 月 25 日　むるぶ　-3- 2024 年（令和 6 年）9 月 25 日　むるぶ　-2-
　

２
０
１
７
年
、
ク
レ
ア
フ
ァ

ー
ム
は
藤
枝
市
仮
宿
地
区

に
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
素
晴

ら
し
い
食
と
農
の
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

エ
リ
ア
は
新
東
名
藤
枝
Ｉ
Ｃ

や
国
一
バ
イ
パ
ス
Ｉ
Ｃ
近
く

に
位
置
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス

も
抜
群
で
す
。
地
権
者
や
藤

枝
市
と
共
に
「
オ
リ
ー
ブ
産

地
化
協
議
会
」
を
結
成
し
、

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
歴
史

は
古
く
、
地
中
海
地
方
で

は
８
０
０
０
年
に
も
及
び

ま
す
。
し
か
し
健
康
油
・
上

質
な
調
味
料
と
し
て
日
本
の

食
卓
に
浸
透
し
た
の
は
こ
こ

数
年
で
す
。
そ
し
て
国
内
で

流
通
し
て
い
る
オ
イ
ル
の
ほ

と
ん
ど
が
輸
入
品
で
、
国

産
は
わ
ず
か
１
％
と
い
う
希

少
さ
。
こ
の
貴
重
な
国
産
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
藤
枝
の
特

産
品
と
し
て
育
て
、
地
域
の

農
業
者
と
も
連
携
し
な
が
ら

観
光
資
源
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
搾
り
た
て
の
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
は
驚
く
ほ
ど
ス
パ
イ

シ
ー
で
フ
ル
ー
テ
ィ
な
味
わ

い
で
、
そ
も
そ
も
一
般
的
に

手
に
入
る
そ
れ
と
は
味
も
香

り
も
全
く
異
な
り
ま
す
。

　

昨
年
、
藤
枝
オ
リ
ー
ブ
園

の
コ
ラ
テ
ィ
ナ
種
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
国
際
オ
リ
ー
ブ
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。
併
設
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
志
太
地
区
の
新

鮮
な
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
オ
リ
ー
ブ
料
理
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
中
旬
か
ら
オ

リ
ー
ブ
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
生
産

量
の
大
幅
な
増
加
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
急
遽
、
園
内
に

仮
設
搾
油
所
を
準
備
中
で
す
。

地
域
の
夢
と
希
望
の
「
藤

枝
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
」
オ

リ
ー
ブ
を
核
に
生
産
者
や

食
、
観
光
な
ど
様
々
な
事

業
者
様
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
通
し
て
、
地
域
を
盛

り
上
げ
、
新
た
な
食
文
化

を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

藤
枝
市
か
ら
新
た
な
産
業
づ
く
り

世
界
が
注
目
す
る
藤
枝
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

志
太
新
名
物
探
訪

藤
枝
オ
リ
ー
ブ
園
の
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン

　

ｃ
ｒ
ｅ
ａ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

＆  

ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ

は
、
藤
枝
市
仮
宿
に
位

置
す
る
国
内
最
大
級
の
オ

リ
ー
ブ
園
の
中
で
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
と
新
鮮
な
地
域

食
材
を
活
か
し
た
特
別
な

料
理
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

　

石
窯
で
焼
き
上
げ
る
ピ

ザ
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
前
の

ハ
ー
ブ
園
で
育
っ
た
香
り
豊

か
な
ハ
ー
ブ
や
地
元
野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
。
さ
ら
に
、
オ

リ
ー
ブ
を
食
べ
て
育
っ
た
オ
リ
ー

ブ
豚
や
オ
リ
ー
ブ
鶏
の
卵
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
す
す
め
の
逸

品
で
す
。
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
と

環
境
へ
の
配
慮
を
大
切
に
し
、

訪
れ
る
皆
様
に
心
に
残
る
ひ
と

と
き
を
お
届
け
し
ま
す
。
オ
リ
ー

ブ
園
を
眺
め
な
が
ら
、
美
味
し

さ
と
と
も
に
、
特
別
な
時
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  

西
村
西
村  

や
す
子

や
す
子

株
式
会
社
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

代
表
取
締
役

そ
こ
知
り

志
太物

語

〈
六
代
正ま

さ
の
り矩

〉
は
、
本
多
家

に
お
い
て
初
代
田
中
藩
主
と

な
っ
た
人
物
で
す
。
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）
に
実
父
正ま

さ
か
た方

を

継
ぎ
、
正

し
ょ
う
と
く徳

三
年
（
一
七
一
三
）

に 

正ま
さ
た
け武

の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。

　

享き
ょ
う
ほ保

十
五
年
（
一
七
三
〇
） 

、

沼
田
か
ら
田
中
へ
の
転
封
に
際
し
、

下し
も
う
さ
の
く
に

総
国
に
あ
っ
た
一
万
石
は
先
祖

代
々
の
知ち

ぎ
ょ
う行
な
の
で
、
そ
の
ま

ま
与
え
て
ほ
し
い
と
幕
府
に
願
い

出
、
駿
河
国
で
三
万
石
、
下
総

国
で
一
万
石
、
計
四
万
石
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

翌
十
六
年
に
田
中
城
へ
入
り
、

本
多
家
の
菩
提
寺
と
し
た
の
が

蓮
生
寺
で
し
た
。
以
来
七
代
に

わ
た
る
藩
主
等
の
墓
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
源げ

ん
し
ょ
う
じ

昌
寺
に
は
父
母

の
位い

は
い牌

が
あ
り
ま
す
。
同
二
十

年
に
正
矩
は
病
に
よ
り
五
十
五

歳
に
て
死
去
し
ま
し
た
。

〈
七
代
正ま

さ
よ
し珍

〉
は
、
享
保
二
十

年
（
一
七
三
五
）、
家
督
を
継
ぎ
、

田
中
藩
主
と
な
り
、
幕
府
内
で

出
世
し
、延

え
ん
き
ょ
う享

三
年
（
一
七
四
六
）

に
は
、
老
中
へ
と
進
み
ま
し
た
。

蓮れ
ん
し
ょ
う
じ

生
寺
を
本ほ

ん

だ多
家
の
菩
提
寺
に

七
代
正ま

さ
よ
し珍

は
老
中
と
な
る
も
罷
免

し
か
し
、宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

に
藩
財
政
立
て
直
し
の
た
め
に

年
貢
徴
収
を
変
え
よ
う
と
し

て
起
き
た
郡
上
一
揆
が
原
因
で
、

郡
上
八
幡
藩
主
が
改
易
と
な
っ

た
事
件
に
連れ

ん
ざ座
し
て
老
中
を
罷

免
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明め

い

和わ

二
年
（
一
七
六
五
）、
久
能
山

東
照
宮
の
修
復
に
際
し
て
警
固

を
勤
め
、安あ

ん
え
い永

二
年
（
一
七
七
三
） 

五
月
に
隠
居
し
、
天
明
六
年

歴
代 

田
中
藩
主
物
語 

❸
（
一
七
八
六
） 

に
七
十
七
歳
で
死

去
。
側
室
の
唯ゆ

い
し
ん
い
ん

心
院
の
墓
が
大

慶
寺
に
あ
り
ま
す
。

〈
八
代
正ま

さ
と
も供

〉
は
、
安
永
二
年

（
一
七
七
三
） 

に
隠
居
し
た
正
珍

の
家
督
を
継
ぎ
ま
し
た
。
翌
三

年
に
は
将
軍
家い

え
は
る治

ら
に
付
き
添

い
紅も

み
じ
や
ま
ぐ
う

葉
山
宮
へ
参
詣
し
、
鏡

か
が
み
も
ち餅

役や
く

を
務
め
、
同
六
年
正
月
に
は

久
能
山
東
照
宮
遷せ

ん
ぐ
う宮

の
警
固
等

を
勤
め
ま
し
た
が
、
六
月
に
病

に
よ
り
三
十
二
歳
と
い
う
若
さ

で
死
去
。
側
室
の
妹
の
墓
が
大

慶
寺
に
あ
り
ま
す
。

〈
九
代
正ま

さ
は
る温

〉
は
、
安
永
六
年

（
一
七
七
七
） 

八
月
に
側
室
の
子

と
し
て
、
正
供
の
家
督
を
継
ぎ

ま
し
た
。
天
明
二
年（
一
七
八
七
）

年
に
老
中
田
沼
意
次
が
改
易
と

な
り
、
相さ

が
ら良

城 

（
牧
之
原
市
）

が
取
り
壊
し
と
な
っ
た
際
に
は
相

良
城
の
破は

き
ゃ
く却

に
従
事
し
、
檀だ

ん
か家

の
寄
贈
で
相
良
御
殿
の
材
は
大

慶
寺
庫
裏
の
客
殿
と
な
り
ま
し

た
。
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

に
は
湯ゆ

し
ま
せ
い
ど
う

島
聖
堂
再
建
に
関
わ
り
、

翌
十
二
年
に
幕
府
へ
願
い
出
て

隠
居
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

に
七
十
三
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

（
小
嶋
良
之
）

▶
十
五
代
正
矩
の
父
母
の
位
牌

▶
正
供
の
側
室
の
妹
・
能
侍
院
の
墓

▶
正
珍
の
側
室
唯
心
院
の
墓

▲本多家の菩提寺・蓮生寺

▲大慶寺本堂(左)と庫裏(右)

▲蓮生寺の本多家の墓石群

◆歴代田中藩主一覧表◆

藩主名 在任期間 年数

15 本多正矩 1730〜1735 5

16 本多正珍 1735〜1773 38

17 本多正供 1773〜1777 4

18 本多正温 1777〜1800 3



「しずおか遺産」は、歴史文化資源の理解と観光活用を図るため、複数の文化財
をつなぐストーリーを知事が認定する制度で、志太地域では「文武に秀でた今川
一族～伝統を守る山西の地～」が認定されました。今川氏は文化を庇護し、歌を
嗜む家柄でした。今川氏の駿河での最初の領地は、当時「山西」と言われた志
太地域で、義元が歴史の表舞台に登場したのもこの地でした。ここでは、焼津
と島田地区をご紹介します。

しずおか遺産 焼津・島田編

(資料提供／静岡県文化財課・島田市博物館文化財係)(資料提供／静岡県文化財課・島田市博物館文化財係)
※寺院境内の見学は、お寺の行事等の迷惑にならないように注意をお願いします※寺院境内の見学は、お寺の行事等の迷惑にならないように注意をお願いします

(資料提供／静岡県文化財課・焼津市歴史民俗資料館)(資料提供／静岡県文化財課・焼津市歴史民俗資料館)
※寺院境内の見学は、お寺の行事等の迷惑にならないように注意をお願いします※寺院境内の見学は、お寺の行事等の迷惑にならないように注意をお願いします

今川時 代の 公家 山
や ま し な と き つ ぐ

科言 継 の日記に
駿河産の魚介を食べた様子が記され、
弘
こ う じ

治３年正月、中
な か み か ど じ ょ ち ゅ う

御門女中より「カ
ツオ」や「干しフグ」を贈られたとあ
ります。現在、焼津漁港は鰹の水揚
げ量日本一を誇り、浜通り地区は漁
村の景観を残しています。

❺ 駿 河(するが)の水産物

氏 親（義元の父）の家督 争いの際、
伊
い せ し ん く ろ う も り と き

勢新九郎盛時(北条早雲)が、ここ
を拠点として長谷川正宣と協力し氏
親を支え、勝利に導きました。盛時
は、氏親の母方の叔

お じ

父にあたります。
石脇城は、標高33mの山城で、本丸
には大

お お ど る い

土塁が残ります。

❹ 石脇(いしわき)城 跡

藤枝市の葉
は な し じ ょ う

梨城(花倉城）の支城で、
のろしにより葉梨城と連絡を取った山
城と伝わっています。石

いしゃばいやま

合山と呼ばれ
る山の頂上付近に曲

く る わ

輪や土
ど る い

塁、堀
ほ り き り

切
があり、のろし台があったようです。
毎年秋には、のろしを上げるイベント
が行われています。

❸ 方ノ上(かたのかみ)城 跡

幼少期の今川氏
う じ ち か

親（義元の父）を庇
ひ ご

護
したのは、小

こ が わ

川城主の長谷川正
ま さ の ぶ

宣です。
正宣は、仏教をあつく信仰し法

ほ う え い

永長者
と呼ばれ、林叟院の開祖としてまつら
れており、境内には正宣夫婦の墓もあ
ります。長谷川氏の子孫には火

ひ つ け と う ぞ く

付盗賊
改
あらためかた

方で有名な長谷川平
へ い ぞ う

蔵がいます。

❷ 林叟院(りんそういん)

駿府へ至る日本坂峠越えの街道の西
側を抑える今川方の山城で、今川義
元の命で築かれたともいわれていま
す。武田信

し ん げ ん

玄の駿河侵攻での激戦地
として知られ、様々な伝承が残りま
す。遊歩道が整備され志太平野が広
く見渡せます。

❶ 花沢(はなざわ)城 跡

２代今川範氏が建立した寺で菩提寺
としました。今川家関連文書や今川
範氏の宝

ほ う き ょ う い ん と う

篋印塔などが伝わっていま
す。 境 内にある今
川氏由来の枝

し だ

垂れ
桜は県指定の天然
記念物です。

❾ 慶寿寺 ( けいじゅじ )

南北朝時代に、２代今川範
の り う じ

氏が攻略
した城が大津城にあたると言われて
います。他に北8ｋｍにある滝沢城の
ことだという説もあります。この落城
により駿河の南朝勢力は衰え、次第
に今川氏の治世が安定していきまし
た。

❽ 野田（のだ）城 跡（大津（おおつ）城 跡）

平安時代より続くと伝わり、現在の
形式は今川支配下の室町時代に確立
されたようです。豊作を祈願した田
植えから稲刈りまでの舞があり、毎
年3月17日に藤守の大井八幡宮で行わ
れます。昭和52年、国の重要無形民
俗文化財に指定されました。

❼ 藤守 ( ふじもり ) の田遊び

ヤ マトタケル 伝 説 に由 来 する 神 社
として知られています。今川氏歴 代
に 庇 護され た 式

し き な い し ゃ

内 社 で、 かつては
「入

い り え だ い み ょ う じ ん

江大明神」と称されていました。
毎年8月12日,13日の大祭荒祭で用い
られる獅子頭は現在３代目で、神社
には室町期のものが現存しています。

❻ 焼 津神 社

徳川氏と武田氏が攻防を繰り広げた
国
くにざかい

境の城で、城内に諏訪大明神を祀っ
たことから名付けられました。徳川
氏の攻略後は牧野城と名を改め、一
時期、今川氏

うじざね

真が城主を務めた城で
す。現在もお城の特徴である丸

ま る う ま だ し

馬出
が残っています。

⓬ 諏訪原城 跡 ( すわはらじょうあと )

五条義助は、室町時代～江戸時代に
活躍した刀

と う こ う

工流派で、島田五
ご か じ

鍛冶の
一つです。義助の刀は県の指定文化
財になっています。義助は九代目で農
鍛冶に転業し、十代目は江戸で刀

とうこう

工
を続けました。島田市博物館の企画
展などで公開されています。

⓫ ❶ 五条義助(ごじょうよしすけ)の刀剣類

置塩家は、今川家の家臣と伝わる。
江戸時代に下本陣を命じられた旧家
で、問屋場の年寄り役なども務めま
した。今川氏真が牧野城（諏訪原城）
在番時に詠んだ和歌が残されていま
す。島田市博物館の企画展などで公
開されています。

⓫ ❷ 置塩(おしお)家文書（今川氏真(うじざね)和歌）

連
れ ん が し

歌 師 宗 長 は 文 安5年(1448)、 島
田 で 生まれました。 全 国 に 連 歌 を
広めた 宗

そ う ぎ

祇 に学 び、 連 歌 界 の第一
人者となるも晩年は隠居し、丸

ま り こ

子の
吐
と げ っ ぽ う さ い お く け ん

月峰柴屋軒を営みました。ここは
俳人塚本如

じょしゅう

舟が、宗長庵(長久庵)を
営んだ所で松尾芭

ば し ょ う

蕉も訪れています。

❿ 宗長 庵址 ( そうちょうあんし )

●

● ●

●

●

11❶五条義助の
　　刀剣類
11❷置塩家文書
　　（今川氏真和歌）

12諏訪原城跡

10宗長庵址

❽野田城跡
　（大津城跡）

❾慶寿寺
　（今川範氏供養塔）

島田市

野田
IC

東光寺
IC

島田金谷IC

向谷
IC

大代
IC

新東
名高
速道
路

JR東
海道
新幹
線

JR東海
道線

金谷
駅

島田駅

六合駅

大井川

大
井
川
鐵
道

381

81

64

342

217

1

150

1

●

●

●

● ●

●

❼藤守の田遊び

❻焼津神社

❹石脇城跡

❺駿河の水産物

❷林叟院

❸方ノ上城跡

❶花沢城跡

焼津市

藤枝市

吉田IC

大井川焼津
藤枝IC

栃山川

焼津IC

藤枝岡部IC

JR東
海道
新幹
線

新
東
名
高
速
道
路

東名
高速
道路

藤枝駅

JR東海
道線 西焼津

駅

焼津
駅

用
宗
駅

大井川

瀬戸川

81

416

222

213
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，藤枝市内でおすすめの「ハロウィンにおすすめの
スイーツショップ」を教えてください。

６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メール、二次元
バーコードでお願いします。

２，あなたのお名前、郵便番号、
ご住所、電話番号、年代、職
業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼント
の発送をもって代えさせて頂
きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えは藤枝でした。

◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　10月5日㊏
（当日消印有効）ＦＡＸ・メール・二次元バーコード必着

焼津市にあるヤマトタケル伝説に由来する神社は？

　〇〇神社（漢字2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中か
ら抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D
不可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図
書カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情報は、
本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外で使用すること
はありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

二次元バーコードでも
応募可能になりました。

■■■■
TEL.054-668-9533www.cineprego.jp 藤枝シネプレ

愛と勇気と夢と暮らそう

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 17-23（共立アイコム内）

むるぶの広告のご案内
　むるぶでは、広告をお手軽な価格でご提供しています。たとえば、この
広告枠は、２段１／２の大きさで、広告料金は４６,２００円となっていま
す。その他の料金（税込価格）は以下の通りです。制作費は別途です。

詳細は、むるぶのホームページの左側にある「むるぶ広告媒体資料」
をクリックしてご覧ください。お申し込みは、藤枝江﨑新聞店、または
共立アイコムにご相談ください。

２段１／２ 46,200円 ２段 79,200円

２段（８面） 94,600円 ３段 105,600円

３段１／２ 59,400円 ３段（１面） 126,500円

編 集長 後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Face b o o k

秋の訪れとともに、食欲が回復し、美味しい旬の食材も
豊富になります。この時期、ついつい食べ過ぎてしまう方
も多いのではないでしょうか。しかし、体重の増加は高
血圧や糖尿病などの生活習慣病を引き起こす可能性があ
ります。美食の秋を楽しむためにも、食欲をうまくコント
ロールし、健康的な食生活を心がけましょう。(石間健司)
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99
読
者
の
声

読
者
の
声
よ
り
よ
り

● 

焼
津
の
特
産
品
の
魅
力
を
十
分
、
楽
し
め
ま
し
た
。
や
は
り
焼
津
は
最

高
の
水
産
都
市
で
す
。
こ
う
い
っ
た
特
集
を
た
く
さ
ん
載
せ
て
下
さ
い
。

● 

い
つ
も
美
味
し
そ
う
な
お
料
理
の
お
写
真
を
見
て
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

● 

鰹
節
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
お
店
が
何
店
か
特
集
に
あ
り
、
焼
津
ら
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

● 

藤
枝
マ
イ
エ
フ
シ
ー
を
盛
り
上
げ
て
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
き
た
い
！

● 

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
毎
月
の
予
定
表
は
大
変
重
宝
し

て
お
り
ま
す
。
焼
津
の
特
産
品
は
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
で
、
毎
日
暑
い

日
が
続
い
て
食
欲
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
が
、
見
て
い
て
食
欲
を
そ
そ

り
ま
す
。
近
く
に
こ
ん
な
に
美
味
し
い
も
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

焼
津
市
図
書
館
で
も
、
む
る
ぶ
を
手
に
取
り
読
む
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
助
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
ん
な
場
所
に
広
が
り
、
多
く
の
人

が
知
っ
て
い
き
、
よ
り
便
利
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

● 

今
号
の
焼
津
の
特
産
品
は
、
現
在
は
藤
枝
在
住
で
す
が
、
長
年
焼
津

に
住
ま
い
が
あ
っ
た
為
、
改
め
て
、
焼
津
に
は
、
他
県
の
方
に
お
す
す

め
で
き
る
魅
力
あ
る
、特
産
品
が
、数
多
く
あ
る
ん
だ
と
、思
い
ま
し
た
。

む
る
ぶ
の
よ
う
な
媒
体
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
も
う
少
し
ア
ピ
ー
ル
す

れ
ば
い
い
の
に
と
、
む
る
ぶ
を
参
考
に
し
て
は
と
も
思
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

● 

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
グ
ル
メ
リ
ポ
ー
ト
は
毎

回
地
域
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
ま
す
。
今
回

も
早
速
気
に
な
っ
た
お
店
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
志

太
そ
こ
知
り
物
語
は
な
か
な
か
知
る
機
会
の
な
い
こ
と
を
学
べ
て
興
味

深
い
で
す
。
佐
野
石
材
の
今
ま
で
の
活
動
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

● 

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
金
子
み
す
ず
展
は
ぜ
ひ
行
き
た
い
で
す
。

「
枯
れ
な
い
花
は
」
観
に
行
き
た
か
っ
た
け
ど
台
風
が
き
て
い
て
行
か
れ

ま
せ
ん
。
明
日
ま
で
な
の
に
。
う
た
た
ね
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
広
告
が
出
て

い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
今
日
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
で
無
事
ゲ
ッ
ト
し

ま
し
た
。

● 

サ
ッ
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
事
を
、
む
る
ぶ
で
知
り
行
っ
て
き
ま
し
た
！

改
め
て
藤
枝
市
は
【
サ
ッ
カ
ー
王
国
】
と
思
い
感
動
し
ま
し
た
！

● 

今
月
も
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
知
っ
て
る
よ
う
で
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

か
っ
た
焼
津
の
特
産
品
を
沢
山
知
れ
た
の
で
色
々
試
し
て
み
た
い
で
す
。

● 

今
月
の
表
紙
の
「
や
な
ぎ
や
カ
フ
ェ
」
か
つ
お
節
の
香
り
が…

食
べ
た

く
な
る
ほ
ど
い
っ
ぱ
い
の
か
つ
お
節
が
の
っ
て
い
て
お
い
し
そ
う
で
す
。

● 

毎
月
、
む
る
ぶ
配
刊
さ
れ
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
暑
さ
で

疲
れ
た
頭
を
い
や
す
よ
う
に
、
ク
イ
ズ
特
集
な
ど
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

● 

癒
や
し
ご
飯
特
集
、
い
つ
も
、
決
ま
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
も
の
ば
か
り
、

外
食
し
て
い
ま
す
が
、
優
し
い
料
理
い
い
で
す
ね
。

● 

前
回
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
利
用
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
冊
子
を
入
手
で

き
な
い
の
で
ネ
ッ
ト
で
拝
見
&
メ
ー
ル
で
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
。
選
択
肢

が
い
く
つ
か
あ
る
と
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

● 

焼
津
の
ご
は
ん
色
々
あ
り
ま
す
ね
。
桜
え
び
、
し
ら
す
、
丼
に
し
て
も

良
い
。
黒
は
ん
ぺ
ん
、
お
で
ん
に
し
て
も
フ
ラ
イ
に
し
て
も
良
い
。
焼
津

お
で
ん
食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。
暑
い
中
お
で
ん
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

● 

グ
ル
メ
リ
ポ
ー
ト
を
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
手
頃
な
値
段
で
美
味

し
い
お
店
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

★
む
る
ぶ
の
読
者
の
声
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
む
る
ぶ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想

月
号
月
号
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9/12（木）納品10月の休日緊急医

小児科
・
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6日（日）

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内〉まつおか内科循環器
クリニック（瀬戸新屋）

�631･7603

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内・小〉柴田医院
（藤枝四）
�641･0127

13日（日）

〈内〉あべ循環器内科
クリニック（末広一）

�635･1111
〈内〉高橋医院
（下青島）
�647･0370

秋山医院
（本町三）
�641･6175

〈内・小〉川口内科
（八幡）

�644･3366

14日（祝）

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525
〈内〉田沼脳神経
クリニック（田沼二）

�634･2274

田沼脳神経クリニック
（田沼二）

�634･2274

〈内〉ゆみ内科
クリニック（茶町三）

�641･7700

20日（日）

〈内〉鈴木循環器
クリニック（高柳四）

�634･3131
〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

〈内〉ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

27日（日）

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018
〈内〉いわした
クリニック（上青島）

�631･6660

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

6日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

エール矯正歯科
こども歯科（田沼二）

�634･4177

13日（日）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001

駿河台井澤歯科
（駿河台二）
�644･1182

14日（祝）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

にしかわ歯科医院
（高柳二）
�637･0755

20日（日）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

やまもと歯科
（東町）

�646･1182

27日（日）

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

緑の森歯科
（岡出山一）
�646･2121


